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　 マ ダ ラ カ マ ド ウ マ ｛Die・stro　”nirena ブαア0 紐 禍 は直翅類 の
一

種 とは 云 へ
、 全 く

兩翅 を缺 き、其特 長 あ る穹朏に 隆起 した 背部 と長大 な 後肢 と頗 る長 い 觸角 とを

以 て 臺所 や物 1　 geの 床下 に 穴 居生 活 を し て ゐ る
。 現 在 の 分 類 學 で は 直 翅 類 中

Stenc＞pelnnat・idaeな る特剔 な
一

科 をつ くつ て 居 るが 、 古 くは Locusticlaeの 中 に

編 入 され て ゐ た もの で あ る 。
GryUot副 pidae ，

　 Gr）
rllidae

，
1・ocustid 辜匙e 等 の 間 に 在

つ て 、 分 類 學 的 に非 常 に 興 味 の あ る地 位 に立 つ て ゐ 養本 種 が 、 その 染 色 體の

morphology に於 て 何 等か上 述 の 各科 の もの に 連 關 し te事實 を提供 す る 竜の で

ば なか らうか と云 ふ 推測 が 先づ 第一 に筆者の 興味 を引い た の で あ る． 併 し乍 ら

結 果は 後遞の Pt　b 、 その 特異 な染色體數を有す る とV ・ふ 事 以外 には何 等變 つ te

事實を見 出す事が 出來 得 なか つ た の で あ る
。

　 本種 の 染色體 に つ い て は 既に ／SCIIE］・LE ．XBE 】コ．G が 1913 年 に その 研究 を公 に

して ゐ るが 、 氏 は單 に精 原細胞 の 各 stuge に於 け る性染色髓 の 觀察に重 きを置

い て 、 精 母 細胞 の研 究 は 全 く不 完 全で あ る
。 本研究 に於 て、 その 缺け た點 を補

ひ 得 た つ も b で あ る
。

　材 料 は 凡 て 北海道 千歳 郡支笏湖昨の 丸 駒温 泉附近 の 一 個 所で 探 集 し た もの

で 、 體 長 約 5mm か ら 10mm の 個 體 約 30 匹 で あ る 。 結 果か ら見 て 生 殖

細胞 の 研 究 ICは 七 月上 旬 頃 が 最 も適 當 し た時 期で あ るや うで あ る。最 小 な

specirnen 竜最大 な speeimen 　 il
｝ その 5permatogelle3i ；1 の 過程 に於 て全 く同

一

で あ つ た 事 を特に 附記 し て あ く。

　 固定 液 と して は 1；LE ｝f）II−x−c，
’

，s　 strong 　 solution
，
　 HE 亅こMANN

’

S コnixture 及 び

1丿　北海道帝國大 學 理學 部動物學数室 業績第 十五 號 。
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F エEMMIM ÷
’

呂 weak 　solutioll に氷 酷酸 を除い た もの を用ひ た
。 本種の 精槧は うす

い 膜 に包 まれ て ゐ るの で 、 固定 に際 して は 、 針 で 此 膜を破 b 、 直if　f  1】icles．）b｛、

液 に觸れ るや 5 に した 方が 結果が よい
。

三 種 の 固定 液中 HERMANN ’
s　 mixture

は他に 比 して 染色體が 幾分太 くな る や うで あ る 。 叉 最 後 に あげ た 液 は特に精 母

細胞 染色體の 固定 に良好 で あ る。

　切 片の 厚 さ は 13− 15 μ。 染色 は H £ IDENHAIN ’

s　 iro！ユhaematoxy長11 と light

9「oe11 の 二 重 染 を用 ひ た
。 又 il’Ol，1 乱 cet  cariuinc ：　nietliOt ／ も併用 した

。

　圖は 凡 て 　Zeiss　apochromatic 〔，bjeet　2　mm と　K ．200cnlar に よ つ て、顯

微鏡 の 置 い て あ る机上 で drawillg　apparatus を用 ひ て 描 い だ 竜の で あ る
。

1）

　本研究は 恩 師小熊博士 の 御指導の 下 に行 は れ た 竜の で 、 其 の 間常に 懇篤な る

御助 言 を賜 つ た 先生 に對 し茲に謹 ん で 感 謝の 意 を表 す る もの で あ る
． 又 材料採

集に 多大の 援 助 を與 へ られ た 當敢室 岡田一次 君 に厚 く御禮 を 申上 げる。

　　　　　　　 1 鞘 原 細 胞 の 染 色 體 〔Figs．1− 3
，
　Pl．　b

　精 原細胞 の ］nc ・tapUase の Gquatorial 　p王ate は ／1・形 な染色體 を中心 に大形 の も

の を周邊に して美 し V ・1
’
osette を形 成 す る。各染色體 は 其の 一

端 を中心 に 向け

て r＆ dial に配列 して ゐ る e 常に 57 個の 染 色 體 を 數 へ る 事 が 出 來 る 〔Fi警 ．

1− 3
，
1’1．1 ）e56 個 は teloユiiitic　ti〕）er　a亡tachnLeD ｛ を有す る棒歌染 色體で 、 只

1 個 だけ inecliall 舳 er 　a 幅 chmeDt の 大 形 な V 字 形 染 色體が 存 在す る
。

此 の

者 は 大 さ、 位置 、 形等が らして 明 らか に他の 染色體 と區 別 が 禺來 る。 此 の 染色

體精母 細 胞各 期に 於 け る 行動や雌 に於 け る染色體の 觀 察か らし て 、 これ が 性染

色體 （X −ehromosome ）で あ る事 は直 に決 定し得 る の で あ る，

　
一

般 に 直翅類 の X −cliromosome は 精 原 細 胞 の met 乏甲 ha縄 に於 て
、 他 の

〜1しlt，oso 皿 e に比 して その 染 色の 度が 非 常に弱 く、COIItOLIIi が 極 め て 粗 に な つ て

所 謂特異 な hetcrop）
renosis

の 耿態 を表 は す 竜の で あ る
。

これ は G ユ
ー
）
’llidaeに

於 て特 に顯著に見 られ るや うで あ る （OHMACHr ，

’
27

，

「1’

・NTE ［s／H エ
，

「
3b

。 併 し マ ダ

ラ カ マ ド ウ マ の 揚合に は全 く斯の 如 き X −chromosolne の heteropycnosibは 見

られ なv ・
。 其 の 染色 の 度に於 て全 く他 の aut   SOIne と變 る所 を見 な い の で あ る

。

叉 精原細胞 の telophase に於 て
、
　X −chromosome が特別 な v 。sicle を作 る 事 が

1，0custlidae
，　Acrididae 等 に於 て知 られ て ゐ る

。 此 の 現 象竜亦 マ ダ ラ カ マ ド ウ マ

の 揚冶・に は見 る事 が 出來 ない の で あ る
。

　SGIIELLE）’BERG 　C」3｝は 氏の 論 文 の 大部分に於 て 、
　 Y 字形の X −cluomo50me

が 精原 細胞 の early 　 prophase に於 て二 本の 棒朕染色體か ら成 る 事 を説 い て ゐ

1）　text 蝦 g 廴畫r3s は 凡 て 213 に 縮 小 さ オして ゐ る o
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直翅 類 の 一種 マ ダ ラ カ マ ド ウ マ （Dl帥 て襯 7舮 F卍幻 岬 σ泌 α KARXY ）の 染色體 63言

匹

る
。 而 も何 等其の 染色 體の精 母 細胞 に於 け る運命 を追究 して は居 なV ・

。
少 くと

も筆者の 見 た材料 に於 て は 、 氏 の 詭 V ・
て ゐ る や う

’
な櫃 態 も見 られ なか つ た し 、

又 氏 の 圖に あ る や うな X −chrolnosome の 精原細胞 、
　 propha 　g．　e に 於 け る異常濃

染 の 現 象も觀察出 來 なか つ た
。 結果は 後逑の や うに 、

X −chromosome は 細胞 の

各 generation を逋 じて
、 常に 同一 の mediall 　fiber　attach1nent を保持 して ゐ

る の で あ る。

　今茲 に 簡 單に直翅 類
一

般 に つ い て 、 その 精 原 細胞 の 染 色體數 を比 較して 見 る

と 、
Acrididae

，　B ］attidae
，　qryUidae ，　Gry11戚 alpidae

，　Locustidae，　 Mantidae
，

Phasmidae
， の 各科 に 於 て勿論 總括的 に は 言 へ な い が 、 15 か ら

’
35 まで の 間 の

數例 へ は 15
，
21

，
23

，
27

，
31

，
35 と v ・ふ や うな數が 最 も普 逋 の や 5 で あ る。35 以

上 を有す る もの で は Phasmidae の
一

種 Z妙＠ 惣 （SINETY ，

’01
’
） 及 び Loσu −

stidae の e8〜1’1卯 1漁 ←鰍 ST上：VEN5
，

’12）の 37 と、
　 L。 eust ・idae の 中の 一Steno−

1，elona ，tu，ss 〔STEVE 盤 ，

’09〕の 47 の 三 例 の み で あ らう
。
　 PEHANI （

’25｝が Phas ・

midae
「
の 一種 の ．0 凝 pl）us な る もの の oogoni ，a で ，

60 を數 へ て ゐ るが 、 氏 の

圖 を見 て もわか る や うに此 の c・oしmting は 正 確 だ とは 思 は れ な v ・か ら、 之 を

除 くな らば 、
マ ダ ラ カ マ ド ウ マ は 直翅類 中最 大 の 染 色體數 を有 す る もの で あ ら

う。

　精 原細胞 の 分裂 囘數 は 屡 々直 翅類 の 他の もの に知 られ て ゐ る と同樣 に 此 の 種

に 於 て も八 囘で あ る
。

II 雌 の 體 細 胞 染 色 鶻 （Figs．4− 5，　Pl．1）

　雌iに於 け る染 色體の diPloid　complex を 見 る た め に s　follicle　ce！lの 染色體 を

觀察 しf？
。

ヱne 撫 pha5e の equatorial 　plate を見 る と大體に 於 て 、 其 の 配列の 方

法 は 精原 細胞 の 場合 と同様で ある
。 染 色 體

’
數 は 常 に 58 個 、

56 個 は te10bi
’
itie

の 棒歌染色體で 、 只 2 個 だけ mediall 　 fiber　 attachlnellt を持 つ 7e大形 な V

宇 形 染色體が 存在 す る くFigs．
’
4

，
5

，
　Pl．1｝

。 精原 細 胞 の 染色 軆 と比 較 して 此 の

2Vs が X −chro 皿 osome な る 事は 明自で あ る
。 即 ち本種 に於 け る sex −ehromo −

some 　complex は 最 も簡 單 な XO −XX 型 で あ る

III 第 一 精 母 の 細 胞 の 染 色 體 （Figs・6− 9
，
　Pl・1 及 Tex卜Figs・1− 3）

　 as−一一精母 細胞 の ］netaphase の 染 色體 は非 常 に eondensc した conlpact な

mass で あ つ て、 其 の tetrad の 構造 は 杢 く見 る 事が 出來 なv ・
。 併 し乍 ら、　early

diakinesis にあ っ て は、 こ れ らの compac む chromosomes も非 常 に 明 らか に

teもrad の 構造 を表 は して ゐ る もの で あ る
。
　 text・ligUl’e の 1 及 2a に それ を見

る 事が 出 來 る。併 し特 期 の 進 む に つ れ て 、 こ れ ら各 種 の ring −
，　crOSS

−
，　rod 一
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te†md5 　も次 第に conclensation を起 して ｛Text−fi9．2
，
　b

’
）、 逾 に は metaphase

に見 られ る や 5 な eOlll ］コtlCt，な ma ヨs にな る の で あ る 。

　niet−a］コhase の equ 一

tしtorial　plate　ζこ立立〆tだ名」

染 色 鱧 の 間 に は 、 大 さ

及 形 に於け る 差が 顯 著

に見 られ る か ら、 精原細

胞 の 染 色 體 との 關係 は

大 體 推 察 し 得 られ る。

明 らか に 29個 の 染色體

を 數 へ る事 が 出 來 る

tFigs．6− 7，　 PL　I　
t

｝。 1

個 の X −chrom 〔｝SOIne は

常に Y 字 形 を して ゐ

る。 そして その 顯 著な 　 a

prρcession の た め に 他

の 2S 個の tet・rads とは

4 密 み Pt．懸 撃

嫡 N 〜x
Tcxt −Fi9．　L 　　Vario ！ls　iorLns　of　tetrnds　iエ1 （hakines恥．

　 　 　 　 　 　 　 　 b

Te：
’t−Fig・2・a ，　b・　Diuki宦1etic 　nue ！ei； a」earl ∫

　 　 　 diakines亅s
，
　b

，
Jatc　diakinesis．

同 一の plailo に表 は れ な い IFig ．　S，
1）1．正及 び Text・−Fig．3〕

。
　spii ）dle　 tlber は

常 に V の apex に 附着 して 、 そ の apex を向 け た 方の pl）le に 引かれ て 行

く。 即 ち此 の 分裂 に於 て も X −uhromDS 。me は ］nedian 　tiber　atLtach コnent を持 つ

てゐ る の で あ る、

　 　 　 x

　　蕊 ，彦≧と，「

膨癒 §1
舞鶴

＼

さ纛 彡
≧沸 琴｝

　 　 「／’　　　．　　　＼丶

　Text −Fig．3．　E 劉 rly 　alla ・
pllase 　Gf 　primars 　§per−
コnatoe ］

Tte

　　divisio且 ，　　side
view ；　X

，　the 　sex 　cl｝ro ！nO 一
εOI刀 e、

　各 tetrads の anaphase に於 け る daught・er 　chremo −

sω 鵬 の 形 を 見 る と 、 凡 て V 字 形 を して spindle

fibcrは その ε』pex に 附着 して ゐ る （［1］ext −Fig．3、 併

し 、
こ れ は 眞 の v 字 形 で は な く、

telOinitic の 棒 歌

染 色體が S］
’
）illdle　 tlber の 附 着 點で 互 に癒 合 し た も

の と考ふ べ き もの で あ る
。 言 ひ 換 へ れ ば anapha 　．te の

染 色 體は dualiもy を表は しプ〜棒状染色體なの で あ る
。

從 つ て第 二 分裂 で は 此 の 附 着點か ら分れ て行 くの で あ

る
。 即 ちig−一・分 裂 に於 て も autesonle の fibev　at

’taeh−

111ellt は teloniiticで あ る。

　第 一 分 裂 anaphase に於 け る染 色 體 の daughter
c。mplexes を pole か ら見 る と二 種 の 染 色 體 數 を數

へ る事 が 出來 る （Fig・
CJ
　a

，　b，　PI． 1 ）。
一 方 は 29 個

で X −Ghromo 弓ome を含 み他 方は 28 個 で X を 含 ま

N 工工
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直 翅類の 一・
種 マ ダ ラ カ マ ド ウ マ ｛！／｝ie，’tt’ceitw）lerLa　jcepo，tir畠〔t　1“．Sllxy ｝の 染色體 639

ない 。 皀卩ち此 の 分 裂 は X −chl ’Olnoso ］ne に つ V ・
て reduetioiial で あ る

。
　 X −

chroino ：コoine は常に 此 の 時期に 他の aLltosolne と同樣 に 明 らか な dua／ity を

表 は して ゐ る ；Fig，7a ，　PL 　 1 及 Text −Fig ．3）。

　或 る種 の 直 翅 類 で 報 告 され て ゐ る や うな X −chro ］no ，so ］ne 間 の 1illkこ、ge

口∫α ll蝿 OGuMA
，

：21；61・91Uotaij7ct，
，
1版 YNE

，

’16）、或 は X −chromosome と autosome

との 工inkage （μ卿 8［
・ot・ei．t　i．v，　McCLUNG ．

’171
、 或 は 最 近發 表 さ れ た autosome 間

の ］111kage〔B ’副 ψ
’
UP ｛

’，s
，
　TATE 【SHI

，
槻 ）等 は、少 くと竜筆者の 取扱 つ た 材 料 の

範 圍 内で は 隨分注意 を拂 つ た け れ ど竜全 く觀 察 され なか つ ta
、 從 つ て それ に 歸

因す る染 色體 の mlmeric ｛d　 x’｝u ’iati。u も見 られ なか つ た．

b
IV 成 長 期 に 於 け る 性 染 色 SC　｛．Text・Fig．4）

　精 母 細胞 の 成長期 に於 け る X −chrDmo30nlu は heteroP］
’
eno ：si：s な る特異 な現

象に よつ て 、 その 形 を各 ∋3tage に わ た つ て追 究す る 事が 出來 る
。
　 Text−Fig．4

に見 られ る や うに syllapt ｛c　stas ．e ｛d）か ら、 や や その c 。ntour が粗に な っ て 來

，

や
¢

．

，

南
，

41m

◎
・

“
、

bc

？

？
●

述

　

　

　

　

博

●

あ
熹

（
、

。
・

　 　 　 　 　 Tlle　gex 　c 皇登 on コosomes 　in　t1〕e 琶r〔）“
’til　puriocl．

a
，
b

、
　from 　pr。tobr 。ch 　nucleus ；e，　from 　leptotene　staga ：〔い 1

・
oi）コ

s∫naP5is
’
　e，　f，9，　frorn　pachb

’
しene 　stage ：　ll，i，　fronコ　dip］［｝tene

stage ： 1，　k，1，　fron｝ eOII匸u ．ged 　stage ； 1n ，u ，£rOm 　di”・　ki］ie．s三s，

る。」．｝actl ）｝
’tene　 s塩ge （e ，

　 f
，

91に な る と 明か な d【1a苴εy

が 表 は れ 、 其 の 形 は や や

elongate され る
。
　dipletene

s 亡age 　くb ，
　i〕，

　confused 　sもage

（j，
k

，
｝｝に な る と再 0こ CO ユ1−

clen ：；e し て其 の contour も

滑 らか に な る。
diakine5is

（m ，
11）に入 る とも う m 。taphase に見 られ る や う改 V の 形が 明 らか に なつ て

來 る
。 此 の 間 X −ghrOmosOme は常1こ nuelear 　 membr 〜亀nc に attach して存 在

し 、 他の 種類で 知 られ て ゐ るや 5 な特 別 な vesicle を作 る 事 は なv
。

V 第 二 精 母 細 胞 の 染 色 e （Fig・．10113
，

　Pl．1 及 丁・xt −Ng ．　5）

　第一分裂に よつ て出來 た二 種 の 細胞 は 次 の 第二 分 裂 に 入 る 前に interkinesis

の stage を經 る
。
　 B 志 uMGARTNER 　 C  4），　 BftUXELr．I　 CI〕91 は σ堰 ’ll8 に於 て

interkinesisの 際 に X −chi ’
omosome カ｛ コlucleLls の 外に特別 な vesicle を作 る

事 を 報告 して ゐ る が 、

マ ダ ラ ヵ マ ド ウ マ の 揚 合 に は 直翅類一 般 に見 られ る や う

に X −class の 細胞 に あつ て ．
　 X は た だ 11Ua ｝ous の 内部 で heteropyCllo5isの

腴態 を呈 して ゐ る の み で あ る 。

　第二 精 母細 胞 に於 ては 二 種 の 染 色 體 數 を含 Ue （luatorial　plate を見 る 。 そ

の 一は X を含む もの で 29 個 の dyads を有 し くFig・10，
　Pl．1 ）、他 は X を

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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含 ま なv ・2S 個 の dyads を有 す る もの で あ る （Fig．11， 1，1． 1 ＞。　X −chrom （ト

s。me を除 く他の d5乳ds は 凡 て 七elomitic で 1 その spindle 　fiber の 附着點 を

中心 に 向 け て r
’adial に配列 し て ゐ る

。 そ して free　eud は 互に相離れ て 著 し v ・

duatit・y を見 せ て ゐ る
。
　 anaph ，lso に な る と各 dyadsは fiberの 附着 して ゐ る端

か ら離れ て 各 po！e に 引か れ て 行 く CText−Fig．5）．
此 の 分裂 は dyad の 單なる

sePftration で ant　phase の dau −

ght，er　chreniosol コies 　を　Pole　カ、

ら見 る と明 らか な棒 歌 染 色 體

1が見 られ る 〔Fig．12　 a
，
　 b

，
　 PL

I）」

　X −ehrOl110SC ＞mG は此 の 分i裂に

於 て も media1 浦 ber　attachme − t

を有 し、
almPhase に あ つ て は

明 らか に他の auto50me と區別

され 、
V 字形 を し てゐ る ｛Text−

Fig，5
，
　x 、

。　又 　daughter　platps

o

． trt−一＝一
　　　　　　、ミ　タ う

価
で

　

ヒ

レロ

　

　

ニ

癖
霧
撫

殤
、

麗

蟻
郷

　

　

　

　

b

Text −Fig．5．　a，　b．　Sjde　views 　of 　eeeo ：［dRr．y　spermfe

toeyte 　ansphases ；NTthe 　seX 　chrorn   Sロ］ne ．

に 於 て 竜 X は 其 の 平 shape を保 っ て ゐ る （Fig，13，　x
，　Pユ．／）。

　第二 分裂 で は X −cllromQS （丿me は 勿論 e （ILI｛fttiollfし1 の 分 裂 を す る
。
　 X は 分裂

の walC、 その 形 の 大 きい た め
、 多 少他 の ．1 　LltOSOIIIe に ゐ くれ る や うで あ る

。

VI　 摘 要

　 1・ 精 原 細 胞 の 染 色體 數は 57 個 。
56 個 は 寸elomitic で 只 1 個 lnGdlau

の 大形な V 字形染色體が 存在 す る
。 性染色體は 此 の 1 個 の V に よつ て 代 表

され る
。 雄 は XO ｛ype で ある

。

　2． 雌 の 軆 細胞 （folliole　cells ）に於 て、58 個 の 染 色體が數 へ られ る
。

56 個 は

teloniitieで
、
2 個 の 大 形 な n 疆dian の Y 字 形 染色軆が 存 在す る。雄 と比 較 し

て 、 こ の 2VS が性染色體で あ る 事 は明 自で あ る
。

　3・ 第
一

分裂に於 て は 29 個の 染 色 體が數 へ られ る
。
1 個 の X は V 字形

で 、常に V の apex を 向 け た 方 の pole に顯 著な precession を なす （pre−

lketerOkille5i呂）　 　 　　 　　 e

　皿 Gtaphase で は tet’rads の 構 造は 見 られ ない が 、　 diakinesis で は 明 らか に

rings
，
　 cro 譌 e5

，
　rods 等 の tetrads が觀察され る

。
　 ehi ・on ユosome −lillkageは 見 ら

れ なv ・
。 　　 ・

　4・ 第一分裂 の 結 果二 種の 第二 精苺細胞 が生 ず る 。 其 の 一は X を含む 29 個

の 染色體 を有 し、 他 は 28 個 （X を含 まず〕の 染色體を有す。

N 工工
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Tl・e　d ・・1・M ）OF ・ 1ne ・ 。 「∫丿’帥   ・・酬 ・ ゴ・ノ酬 ε’
・
… K ・ flNY ．価 。 ・th 。ptera・・） 64ユ

，

　X を除 く dyads は 凡 て telomitie で
、
　spilldle 　fibei’の 附着黜か ら離 れ て 行

く。 x は n ユedi 芝m で 、 此 の 第二 分裂で は 勿論 eqllational に分れ て行 く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔、
7111

，　1931》

　　　　　　　　　　　　　　　 後 　　　 　 記

　種 類の 同 定 は 東大理 學部動物學澱室古川睛男氏 に よつ た もの で 、 茲 に諜 ん で

鳳 謝 の 意 を表
．
す る 竜の で

’
あ る v

　古 川氏 に よる とマ ダ ラ カ マ ド ウ マ の 學 名 として 今迄 久 し く行 はれ て ゐ た所の

J）iesbic（ηTt ］）L（・tlf’ ？｝〜の
・
η〜σπ面 D ．　H ．1ま 1）．ゴα1）OF廻セα

，
　KARNY と變 更 しな けれ ば な

らない と言 ふ 。 そ し て 本種 の 正確 な る産 地 は 日本 に限 られ た もの で 、
SσH 肌 LEN −

BEIIG 　C13）が 材料 と して 用 ひ た 刀．・ma ・rmoratcl は 、實 は 歐米 に 普 逋 な ク ラ ズ

ミ ウ マ 1）i（tstt’cui 〜｝）to 〃a （望h所 那 加 醐 asyn α
一lnor ・u，g，　 AD 肌 UXC の 誤 で あ る と言 つ て

ゐ る
。

　本稿 の 最初 に 書 い た科 名 に つ い て は 松 村 博士 著 日本 昆
．
蟲大 圖鑑に よつ た もの

で ま） る。

（R6Sum6 ）

The　chromosomes 　of　Dies　trαtnrnena ／aponic α
，
　KARNY ．

　　　　　　　　　　（an 　orthopteran ）
1）

By

Sajiro　MAKINO

（5text一丘9ur ⊂鳩 and 　l　plate）

　　1）ic’st・）’（t・，lv・o｝〜e ／la ゴ‘tl〕o ｝t，iea　is　a 　rare “
’inglcss　orthoP とeral1 、vl亘clユ belongs　t  t1、｛｝

f、・nily 　St・u ・peh… tid… 　U ・ der 　 t・h・ ・ld　 s）
／・t・uL ・f ・rth ・ pt… n 甑 ・ n ・my ，　it，

was 　 incltidecl　ill亡he　f瓦mily 　Loeustidae．　IhaN ℃ wished 　to　sttldl
− the　c｛hl・ol）！o −　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v

son ユes　of 　t｝ユis　ilnseet　for　severa ！　years，　　o、ying 　to　its　iエ1terestillg 　taxonoinical

Posi面 11　among 　dle　followillg　or 重hoPでeran 　fainilies
，
　Gryユ！o 熱 lpidae

，
（｝r｝41idae，

LoeList．idae．　This　sp141 主g　I　had　the　opportullity 老o 　examille 　this　materia ま
，
　 some

thirty　Speci コne ］1s　haying 　been　C：Olleeted 　near 　Lake　ShikOtsu　in　Hokka｛dO．

　　The　study 　of　the　gerln　cells　of　a 　species 　belongillg　t・o　the　same 　9
’
enus 　has

　　 ユ）　Contribution 　N   ・ユ5　fro］u 　the 　Zodogical
．
工nstitute

，
　Facuky 　of　Seience

，
　Hok ヒaid   工m −

peria］τTniversity，　Sapporo，
　Japan ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●
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  been ScHELLENB'ERG (1913). The observation  ef  ScHE-ENBERG,  however, is

  based oll  the spermatogonial  eells,  mainly  on  the behavior o{' the aeeessor.y

  chrolliesoine  durillg prophase st.ages  ofthe  latter, Nvhiie  in the })reseiit･ stud}r,

  the ebromosomes  of  beth spermategoiiia  andspermatoc)'tes,and  ofthe  female

  eells  as  "'ell,  have been investigat･e.d.

      Cl]he testes aiid  bvaries "'ere  taken  out  of  thc live insect･s by yivisectioi)  alld

  then  fixed "'ith  FLE}iNiNG's st･rong solutio]i,  IIER)sitNN's mixture,  and

  FLE)ts[iNG's weak  solution  "'ithollt  g'laeial acetie  aeid.  iYs  thc test,is ot" this

  inseet is eoyered  wit･h  a  thin niembralle,  the best prcservation ofcl}roinosoJlles

  i$ on]v  to be obtained  whell  the ineinbrane  is broken bv ineaus  of  fille ]ieedies,       U V

  for thc purpose of  ftist penet･ratien of  fixattives, Of  the three killds ol' fixative,s

  given abox'e,  the jast ene  is favourable for pveserying- spermatoe.vte  ehromoso-

  mes,  Seetions were  eut  13-15 miera  t･hick, For stail]in.cr,  }IEiDENHAiN's iron

  haenia'toxy}in iyith  counterstainin.cr  of  ligh't･ gree]i "'as  al.}plied.
                                          .

      I. Thechromosomesinthespermatogonia

      The  chro]nosoines  of  t]ie s]]ermatogonial  ]netapbase  arrange  t･he]nselves

  radiall,v  upoi]  the equator  sho"'ing  a  ro3et･te.  1ihe iarger chroinosomes  take

  t･heir posit･ion alwa.v･s in the peril)heral ptirt ufthe  spinaie  and  the s]naller  ones

  occupy  the cent･ral  part, stirrouncled  by the fernier, as  seen  in 
'Figs.

 1-3, P]. I.

      After careful  counting  of  ivell  ]')reserved cquatortal  plates, it has becomc

  clear  that･ t.]ie spermatogollium  possesses 57 chro]noso]nes,  56 te･lomitie, straight

  or slight･ly eurved  Tod-shaped,  alld  1 atel{nnitie  1'-shal')ed oiie,  ivhieh  lies alivays

  at the periphery of the eq-atorial  plate, Com])ared "'ith the fe]nale diploid

  ehroinosoine  garnitnre, the sperinoto.croniuin  has onLy  1. atelo}nitic  V-shaped

  chroiBbsonie  instead of  the 2 XTs in the ferriale eell,  as  stated  in the next

  sectioll  ; hence it is sa.ffgested  that this pairless V'-sha]]ed chroinosome  ii'ould

  be the sex  chroinosoine.  The  scx  chre]nosome  cornplcx,  therefoi'e, is a  si]nple

   XO  in the male.

      The  weak  affinity  for basie d)'es of the sex  cliro]nosome  in the metaphase

  or  the forination Qf  a  chroinosollic  vesicle  of  the latterin telophase are  xrery

  olten  obr,erved  in orthopteran  spermatogonia.  In Diest)'a }nmena･,  howei'er, both

  of  these condi'tiops  could  nQt  be obser'yed.

      As  a  rule,  the spermatogonial  chromosome  numbcr  of  orthoptera  is not
'
 more  than 35, except  in three cases. [I]wo of  thc exceptional  cases  are  37 in

  Lt;ptsin'ia･ (SiNJ{Ty, 
'Ol)

 an(1  in C'etethoj}hi･l･us (STEvENs 
'12),

 and  the t･hivd is 47 in
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 Stetcv)eimutas (SIT]{vENs, 
:U9).

 //)7' ill l)iestra?n7nena, t･herefore, is the highest

 nn]]iber  eyer  ](noEyn in oi'thoptera.b

     II. The  chTomosomes  in the somatic  cells  ef  female  individuals

     For eonfirma'tion  ot' the t'einale diploicl ehroniesoine  groups, I selected  the

 felligle cells as  thc･ ]nat･ei'iai  oii aeeotuit  of  
'tlte

 ftieiiitxr of  st{"'lv.                                             o l

     In the e])ih"t'eliuin  of  the  l'el]iele seye,ral  cells  are  in pi'oceEs of  divis'ion, ana

 rse]ne  of  theni are  ai'ailable  for 'L･1Le

 purpose 
･ef

 coQBting  the eoinplete  set of

 e]n'o]no,;oines  colltained.  In the ]neta]')hase  plate iye  fii]d confstai)tl.y  58

 chi'op'ioso]nes,  5{", tel<]initic, strais.ht  or  slis.htl.v  eurxred  roa-shaped,  ai]d  2

 ateloniitic  X=s]ia,pA. d ones,  "'hie]i  seelli  to be a  honio]ogous pajr (.Figs. 4-5, Pl. I).

 Those  
'[)

 
'NTs

 i'epi'oseii't  thcj. sex  c;hi'on)oso]nesi.  as  readi].v  deterniilled in eoin-

 ])firisDn "'ith  the spermates.,'onial  ehroinoso]nes.

     III. The  chromosomes  in the primary  spermatoeytes

     The, e].irc)!no,,3o]ne.s' ot' the prln"utv sperinat,oey, te sho"',  in the ]netaphase,  a

 yt!ry  eondciised  coll{.lition,  in "'hieh  the Iiner structure  of  the tet-rads is llot

 elear  (Fi.f.rs. 6L7, I'l. I'), I･n ear},y  diakinesi.s, however, t,he}T ovidentl,y  assuine

 i'arioa;.,' for]-s eft:'l)ieal  tetrad natare  (.Text-Figs. 1.-2a) ; Esoine  of  t-hein ri]gs,

 ,/seine  crorzz'es  an{l  i'ods.  In t･he Lat,ter periocl of  {]iakine#is,  the  condensation

 l'}roce,is oft]ie  tetrads aclyances  an(l  fina,]1.v t･1ie.v becoine compact  as  seeii  in

 Text-Fig'. 2,b,

     The- priina･r,y :svc･rniatoe:itc!  rnetaphaso  shows  29 c]ironiosoines,  28 
'Let･rads

 of  anto[･soinei:･ an(l  1 VTsihaped sex  e]ivoniosoine  LIPig. 6-7, Pl. I). Owillg to- its

 conspicuous  precessioii the sex  ehi"omosoniu  can  not  1)e arrallgetl  alwa:s  in

 t'he saiiic,- plane ivith  the atitosonieh'  (Fig'. S, I'l. I &  [I]ext-Fig. 3), and  c6nsequ-

 eiitly, jt c/Etn be deiectecl onl}, b.y uha]iging  the foeas, "'hell  the inetaph,ase  plate

 is obseryed  frcnn a  ]',ole, IS'hen die a]iaphase  co}nplexes  are  yiewed  froni the

 po]e, t"'o kiiuls of  daugbter ehromoh"oine  sc'Ls buee]ne ver.y  clear,  oiie  sho"'ing

 2t9 of  X-c]ass alld  the other  2S ol' no  X-tlass (Fig, 9, a, }.), I1. I), ll]his fact

 inclieates tlrat the  iirEt d]'visioll is ]re,luctional  for the  sex  ehroinesome.  tl]he
'
 aiiaphase  auto:,io]ne3  p.re all 

'N'-shaped,
 conil)osed  otb tw'o n'io]]ad,i' jobied at･ one

 oncT  where  t]ie F.'1'}i]iclle fi}.}ers att'ach  (,7]extrFi.cr. 3'}.

     [f]he yarious  cases  ol' linkage bet"'een the spev]natoe.vte  chroinosoines  are

 (teseril,ed b,v seyeral  authors  ki some  speeies  of  orthoptera  (PAyNE, 
'16,

            .

    1) REcentl,v l'EiiAts'i {'25) reported  a  }arge tLun]ber;  6a in tbe uogenia  of Phasmid, Di2 Q4nis
but, I ain  doubtfu) of  his coui]t  nwin.rr  to iinsatiF.faetD]'y  prescrvation of  the  materlal.
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 ]LfcCLuNc,, 
'17,'OGuMsL,

 
'21,

 
'DATEism,

 
'31>.

 So far as  manv  materials  are  con-                                              p

ccrned,  these li]ikas.e collditions  bet"'een chvon]osoines  eoul{l  not  be o])servet.l,

although  eareful  research  was  madc,

    IV. The sex  chromosomes  during the meietic  prophase

    Textr.Fjgz tl shows  tlie varieus  featares of  t･he sex  ehronioso]ne  cluring  the

gro"'ing ])eriod. In t,he s.vi)apt･ie  stage, iL beeo]nes rottgh  iit colltoar.  It shows
its double nat･Rre  in eonspic-Dus  e]earness  and  becoJnes llarrower  duving the

pach.yteiie stag'e, But･ in the latter 1)eriod of  diakinesis, it takes smooth  eonteur

and  eompact･  i'orin b.v condensat-ioi).

    [I]he sex  chromoseme  is clesely  applied  to the nuclear  wa]]  throu.[.rh the

]ueiotic  prophase stages,  "'ithout  forining peculiar vesicle.

    V, [E'he chromosomes  in the secondary  spermatocytes

    There are  two  kinds of  seeondar.v  spermatoc)'ta:s.  One has the )<1-element

and  shows  29 chromosomes  {.Fig, 10, Pi. I), The  ot･her  lx)ssesses no  X-

element.,  thus  having oiij.y 28 chromosomes  CFig. 1.1, Pl, I).

    In t･he metaphase,  {"'er)r  autosome  d.v, ad  appears  as tsyo rods  Superimposed

"rit,h the inner ends,  svhere  the spiiidle  fibers att･ach,  Each  ehromosonies  is so

divided that  it bceomes two  teleniitic, rod-shaped  daughter halves, resnlting+  in
t]ie sel}arat･ion  of' ea ¢ h arm  fro]n its joints <Fig. 12, Pl. I &  Text-Fis.. 5}. [ljhe

sex  chromosoine,  on  the cont･rar.y,  divides into txvo ate]oinit,ie, V-shaped da{is.h-
ter ha]yes {Fig. I5, x, I'l. I ck [l]ext-Fig. 5, x), Tliroughout the metaphase

division alld  allaphase  ag  well,  the sex  chroniosine  fo11ows sliglitly  ])ehind the
autosomes.  [1]he seeond  division is eqaat･ioiial for the sex  ehro]nob'ome,

                                     t17, A.uga$t, 1931.>
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A]1

 the figures of  this  plate were  dra"'ti at  the  ]eye] oi  the  desk ou  which.t}ie  miuros66pe  ",as                                                                ,. 4

set, rvitli  the  aid  of Abbe's  drawillg apparatLts  u!ider  inageiification  in using'Zeiss  abochroinatie

objeetiye  2 mm  attd  coml>et}sating  ocu]ar  K. L)O, L 1. ItiO mm.  x  aesignates the X-ehromosQn]e.
Figs. I-3,. Polar yiews  oi Bperr]iat-o.venikhbLetaphase  plates, 51' chron]osbmes.
Figs.

 4-5. Pu]ar views  oi  feinale diploicl gt'uups (iellicle ce]ls), 58 chTomosomes.  ..                                                '
Figs. 6-7. I'olai' yie"'s of  pTi]nary Spermac'yto metaphase  p]ats, 29  cliromosen)es.  

'
 

'
 '-

Fig. 8. Side vie"'  oi  primary  slrertnatocbrte  meta'pl)ase.'  
'
 .'  

'

Fig.
 Y a, b. I'olRr yiews  o[  the daugl'Lter' sets oi  prifnary spermateL'y.te  eLToir]  o'son]es  in anaplmgh:'a]

          X-c]ass (29 ehroms,),  b, iigN-class  (28 c]Jroms,)
Fig.,10.

 Polar view  of  seeondar.y  spermatocyte  nietap]'mse  plmt.e, X-e}ass, 29 ein'oinosoines,

Fig. ll. The same,  no  X-e]ass, 29 t:hromosutnes.

Fig.
 12" m,b,  Polar vie"'s of  tbe  dau.[r,hter sets of  set:ondary  s])ermatocyte  clirDmosomes  iu ana-

          phase: no  

'X-class,
 23 ehromosoTnes  in eRc:h plate. 

'

Fig, ]3 a,  b. The  satne;  X-e]ass, 29 chromoBomes  in eaeh  plnte, 
' -'

t.

'
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